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（2014 年 9 月現在センター教員は複数学部から 6 名、職員は大学事務局から 1 名選任され





































































































































































































点から活性化させることを目的に、2009 年度から 2 年単位で現在まで継続実施
している事業である。具体的には沼津市の地域単位である複数の連合自治会から
なる市内各「コミュニティ」から、市が地域の特性・条件に応じて「男女共同参













・2009～2010 年度 第五地区コミュニティ（中心市街地域モデル地区） 
・2011～2012 年度 愛鷹地区コミュニティ（近郊農村地域モデル地区） 












































































年 10～11 月） 
静岡県、静岡市、その他県内他大学や女性団体等との連携により、上記の各期




















































































第 6 章 地方公立大学における男女共同参画推進の試み 
93 
いえなかった学内教職員へのワーク・ライフ・バランス支援や学内諸環境の整備
（本稿 2 の④⑤などの基本方策）といった新たな取組への可能性も広がることが期待
されている。むろん、これはまだ未知数の将来予想ではあるが、それでも地域社
会という学外との多様な連携が、実質的に学内の変革につながる可能性は今後と
も各地域の実情に応じた地方公立大学の取組の中で一層拡大していくことは確
かであろうと思われる。 
このように見てくれば、現在多くの課題を抱え、なかなかその抜本的な対策の
見えない部分の大きい地方公立大学の男女共同参画推進においても、いくつかの
新たな方策の方向性だけは少しずつ表れつつあると前向きにとらえることも十
分可能であると思われる。 
 
（いぬづか・きょうた 静岡県立大学教授） 
